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                         （単位：円）

場所・物量等 使用目的 金額

流動資産 現　金 手元保管 法人運営の運転資金として 37,137

預　金 ゆうちょ銀行0一九支店 法人運営の運転資金として 18,445,205

みずほ銀行飯田橋支店 法人運営の運転資金として 81,644,530

みずほ銀行飯田橋支店 法人運営の運転資金として 70,000,000

<現金・預金計> 170,126,872

未収金 パナホーム㈱他 法人　商標権使用料等 165,000

会員等 公1　動物病院及び動物医療の充実に関する事業の参加費等 175,230

会員等 公2　動物病院による地域社会への貢献を推進する事業の売上等 7,000

会員等 収益1　収益事業に関する売上等 759,125

＜未収金計＞ 1,106,355

商　品 事務局 公1　動物病院及び動物医療の充実に関する事業 34,170

事務局 収益1　収益事業カルテ等 531,157

＜商品計＞ 565,327

前払金 あいおいニッセイ同和損保他法人　保険料、印刷費等 718,209

福山通運(株) 公1　動物病院及び動物医療の充実に関する事業の通信費等 584,671

理事5名 公2　動物病院による地域社会への貢献を推進する事業の役員報
酬等

140,000

＜前払金計＞ 1,442,880

173,241,434

固定資産

特定資産 CAPP寄金 みずほ銀行飯田橋支店 公2　アニマルセラピー事業に関する寄附金 25,397,864

<CAPP寄金計> 25,397,864

みずほ銀行飯田橋支店 公1　動物病院及び動物医療の充実に関する事業 4,510,575

<OAシステム保守費用積立資産計> 4,510,575

みずほ銀行飯田橋支店 公益事業共通 20,006,684

<公益目的事業継続予備財産計> 20,006,684

その他固定資産

什器備品 パソコン他 公益目的保有財産   62.5% 761,217

収益事業目的保有財産    5.5% 66,988

法人運営目的保有財産  32% 389,742

＜什器備品計＞ 1,217,947

保証金 事務所 公益目的保有財産 72.6％ 5,636,466

収益事業目的保有財産 9.5％ 735,192

法人運営目的保有財産  17.9％ 1,392,942

＜保証金計＞ 7,764,600

固定資産合計 58,897,670

資産合計 232,139,104

流動負債 未払金 大塚商会他 法人　消費税・消耗品・通信費・役員報酬・交通費 3,499,343

ヤマト運輸(株)他 公1 動物病院および動物医療の充実に関する事業の謝金・交通
費・通信費・印刷費・消耗品等

2,174,622

TOPPAN(株)他
公2　動物病院による地域社会への貢献を推進する事業の通信費・
消耗品・印刷費・雑費等

1,403,469

福山通運(株)他 収益1　収益事業に関する・通信費等 67,445

みずほ銀行 他1　他1事業に関する通信費等 110

＜未払金計＞ 7,144,989

未払法人税等 中央都税事務所 収益1　都民税均等割額 70,000

＜未払法人税計＞ 70,000

前受会費 正会員・準会員・賛助会員法人　令和7年度会費 26,006,000

＜前受会費計＞ 26,006,000

前受金 会員 公1　 動物病院および動物医療の充実に関する事業の参加費等 1,604,460

専門学校等 他1　他1事業に関する参加費 880,000

＜前受金計＞ 2,484,460

預り金 事務局員・会員 法人　源泉所得税・雇用保険・市民税・会員預り金 852,232

＜預り金計＞ 852,232

流動負債合計 36,557,681

負債合計 36,557,681

正味財産 195,581,423

決議事項　第1号議案　令和7年度（令和7年4月1日から令和8年3月31日）決算について

資料　：　令和7年度決算書

公益目的事業
継続予備財産

OAｼｽﾃﾑ保守
費用積立資産

貸借対照表科目

流動資産合計

財 産 目 録

公益社団法人　日本動物病院協会
令和8年 3月31日現在
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(単位　：　円）
当 年 度 前 年 度 増    減

Ⅰ資産の部
1流動資産

現金預金                            170,126,872 199,892,613 △ 29,765,741
未収金                              1,106,355 2,109,925 △ 1,003,570
前払金                              1,442,880 1,674,647 △ 231,767
商品                                565,327 873,699 △ 308,372

流動資産合計 173,241,434 204,550,884 △ 31,309,450
2固定資産

(1)特定資産
ＣＡＰＰ寄金                        25,397,864 25,345,619 52,245
OAｼｽﾃﾑ保守費用積立資産              4,510,575 3,752,024 758,551
公益目的事業継続予備財産            20,006,684 0 20,006,684

特定資産合計 49,915,123 29,097,643 20,817,480
(2)その他固定資産
什器備品                            1,217,947 978,180 239,767
保証金                              7,764,600 7,764,600 0

その他固定資産合計 8,982,547 8,742,780 239,767
固定資産合計 58,897,670 37,840,423 21,057,247
資産の部合計 232,139,104 242,391,307 △ 10,252,203

Ⅱ負債の部
1流動負債

未払金                              7,144,989 10,716,737 △ 3,571,748
未払法人税等                        70,000 70,000 0
前受金                              2,484,460 10,940,600 △ 8,456,140
前受会費                            26,006,000 25,370,000 636,000
預り金                              852,232 936,638 △ 84,406

流動負債合計 36,557,681 48,033,975 △ 11,476,294
負債の部合計 36,557,681 48,033,975 △ 11,476,294

Ⅲ正味財産の部
1指定正味財産

ＣＡＰＰ寄金                        
指定正味財産                        25,397,864 25,345,619 52,245
(うち特定資産への充当額)            (25,397,864) (25,397,864) (52,245)

2一般正味財産 170,183,559 169,011,713 1,171,846

正味財産の部合計 195,581,423 194,357,332 1,224,091

負債及び正味財産合計 232,139,104 242,391,307 △ 10,252,203

(単位　：　円)
公益事業 収益事業等 法人会計 合　計 内部取引等消去 合　計

I資産の部
1  流動資産

現金預金 170,126,872 170,126,872 170,126,872
未収金 182,230 759,125 165,000 1,106,355 1,106,355
前払金 724,671 718,209 1,442,880 1,442,880
商品 34,170 531,157 565,327 565,327
内部取引(資産) 608,499 144,665,400 145,273,899 △ 145,273,899

流動資産合計 941,071 1,898,781 315,675,481 318,515,333 △ 145,273,899 173,241,434
2  固定資産

(1) 特定資産
ＣＡＰＰ寄金 25,397,864 25,397,864 25,397,864
OAｼｽﾃﾑ保守費用積立資産 4,510,575 4,510,575 4,510,575
公益目的事業継続予備財産 20,006,684 20,006,684 20,006,684

特定資産合計 49,915,123 49,915,123 49,915,123
(2) その他固定資産
什器備品 761,217 66,988 389,742 1,217,947 1,217,947
保証金 5,636,466 735,192 1,392,942 7,764,600 7,764,600

その他固定資産合計 6,397,683 802,180 1,782,684 8,982,547 8,982,547
固定資産合計 56,312,806 802,180 1,782,684 58,897,670 58,897,670
資産の部合計 57,253,877 2,770,961 317,388,165 377,413,003 △ 145,273,899 232,139,104

Ⅱ負債の部
1  流動負債

未払金 3,578,091 67,555 3,499,343 7,144,989 7,144,989
未払法人税等 70,000 70,000 70,000
前受金 1,604,460 880,000 2,484,460 2,484,460
前受会費 26,006,000 26,006,000 26,006,000
預り金 852,232 852,232 852,232
内部取引(負債) 145,273,899 145,273,899 △ 145,273,899

流動負債合計 150,456,450 1,017,555 30,357,575 181,831,580 △ 145,273,899 36,557,681
負債の部合計 150,456,450 1,017,555 30,357,575 181,831,580 △ 145,273,899 36,557,681

Ⅲ正味財産の部
1  指定正味財産

ＣＡＰＰ寄金
指定正味財産合計 25,397,864 25,397,864 25,397,864
(うち特定資産への充当額) (25,397,864) (25,397,864) (25,397,864)

2  一般正味財産 △ 118,600,437 1,753,406 287,030,590 170,183,559 170,183,559

正味財産の部合計 △ 93,202,573 1,753,406 287,030,590 195,581,423 195,581,423

負債及び正味財産合計 57,253,877 2,770,961 317,388,165 377,413,003 △ 145,273,899 232,139,104

科　　目

科       目

貸借対照表

貸借対照表　内訳表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年3月31日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年3月31日現在
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（単位　：　円）

当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
(1)  経常収益
特定資産運用益

特定資産受取利息                    15,235 2,021 13,214
受取入会金                          

受取入会金(正会員)                  1,540,000 665,000 875,000
受取入会金(その他)                  625,000 620,000 5,000

受取会費                            
正会員受取会費                      65,447,000 63,870,000 1,577,000
その他会員受取会費                  2,146,000 2,066,000 80,000
賛助会員受取会費                    9,671,000 8,505,000 1,166,000

事業収益                            
事業収益                            102,703,415 82,072,905 20,630,510

受取寄付金                          
受取寄付金                          3,840,830 4,075,083 △ 234,253
募金収益                            1,611,989 2,557,961 △ 945,972

為替差損益
為替差益                            124,079 124,079

雑収益                              
受取利息                            442,306 123,050 319,256
雑収益                              2,809,873 2,201,230 608,643

190,976,727 166,758,250 24,218,477
(2)  経常費用
事業費                              

期首棚卸高                          873,699 1,028,502 △ 154,803
期末棚卸高                          △ 565,327 △ 873,699 308,372
役員報酬                            2,320,000 1,970,000 350,000
給料手当                            42,891,362 44,020,184 △ 1,128,822
法定福利費                          6,989,024 7,108,632 △ 119,608
臨時雇賃金                          811,176 665,000 146,176
福利厚生費                          289,678 319,769 △ 30,091
広告宣伝費                          462,855 1,070,647 △ 607,792
接待交際費                          17,181 20,184 △ 3,003
旅費交通費                          7,200,662 6,858,170 342,492
通信運搬費                          10,529,487 9,656,359 873,128
減価償却費                          496,058 344,294 151,764
消耗品費                            5,432,564 1,245,667 4,186,897
修繕費                              474,577 230,765 243,812
印刷製本費                          12,740,516 10,829,145 1,911,371
光熱水料費                          492,276 478,394 13,882
賃借料                              16,701,417 15,698,218 1,003,199
保険料                              320,945 336,288 △ 15,343
諸謝金                              21,659,416 24,274,058 △ 2,614,642
租税公課                            4,679,002 4,431,059 247,943
支払寄付金                          0 857,200 △ 857,200
委託費                              11,919,482 11,116,317 803,165
雑費                                17,826,528 5,182,409 12,644,119

科       目

正味財産増減計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

経常収益計
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（単位　：　円）

当年度 前年度 増　減
管理費                              

役員報酬                            2,900,000 2,580,000 320,000
給料手当                            3,600,869 3,695,637 △ 94,768
法定福利費                          586,751 596,793 △ 10,042
福利厚生費                          18,105 19,986 △ 1,881
広告宣伝費                          667,060 513,093 153,967
接待交際費                          213,120 132,801 80,319
会議費                              238,585 29,431 209,154
旅費交通費                          1,362,553 604,541 758,012
通信運搬費                          3,672,114 3,019,786 652,328
減価償却費                          233,440 162,020 71,420
消耗品費                            26,371 23,225 3,146
修繕費                              61,563 29,935 31,628
印刷製本費                          3,647,974 2,657,747 990,227
光熱水料費                          107,620 104,584 3,036
賃借料                              1,691,069 1,698,019 △ 6,950
保険料                              43,812 43,812 0
諸謝金                              5,050,431 3,655,000 1,395,431
租税公課                            △ 503,062 △ 887,259 384,197
雑費                                1,553,928 714,043 839,885

189,734,881 166,260,756 23,474,125
1,241,846 497,494 744,352
1,241,846 497,494 744,352

２. 経常外増減の部
(1)  経常外収益

(2)  経常外費用

他会計振替額 
　他会計からの繰入額                  767,314 919,567 △ 152,253
　他会計への繰出額                    767,314 919,567 △ 152,253

1,241,846 497,494 744,352
70,000 70,000 0

1,171,846 427,494 744,352
一般正味財産期首残高                169,011,713 168,584,219 427,494
一般正味財産期末残高                170,183,559 169,011,713 1,171,846

Ⅱ  指定正味財産増減の部
雑収益  
　受取利息                            52,245 13,826 38,419

52,245 13,826 38,419
指定正味財産期首残高 25,345,619 25,331,793 13,826
指定正味財産期末残高 25,397,864 25,345,619 52,245

Ⅲ  正味財産期末残高 195,581,423 194,357,332 1,224,091

税引前当期一般正味財産増減額
法人税等                            

当期一般正味財産増減額

当期指定正味財産増減額

科       目

経常費用計 
評価損益等調整前当期経常増減額

当期経常増減額

経常外収益計

経常外費用計
当期経常外増減額
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公益事業１ 公益事業２ 公益事業共通 小計 収益事業 その他 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
(1)  経常収益

特定資産運用益
特定資産受取利息 8,551 6,684 15,235 15,235

受取入会金
受取入会金(正会員) 770,000 770,000 770,000 1,540,000
受取入会金(その他) 312,500 312,500 312,500 625,000

受取会費
正会員受取会費 32,723,500 32,723,500 32,723,500 65,447,000
その他会員受取会費 1,073,000 1,073,000 1,073,000 2,146,000
賛助会員受取会費 4,835,500 4,835,500 4,835,500 9,671,000

事業収益
事業収益 89,975,790 5,732,100 95,707,890 5,785,525 1,210,000 6,995,525 102,703,415

受取寄付金
受取寄付金 3,840,830 3,840,830 3,840,830
募金収益 1,611,989 1,611,989 1,611,989

為替差益
為替差益 124,079 124,079 124,079

雑収益
受取利息 442,306 442,306
雑収益 602,625 1,038,522 1,641,147 425,841 425,841 742,885 2,809,873

90,711,045 12,223,441 39,721,184 142,655,670 6,211,366 1,210,000 7,421,366 40,899,691 190,976,727
(2)  経常費用

事業費
期首棚卸高 80,379 80,379 793,320 793,320 873,699
期末棚卸高 △ 34,170 △ 34,170 △ 531,157 △ 531,157 △ 565,327
役員報酬 580,000 1,670,000 2,250,000 70,000 70,000 2,320,000
給料手当 23,519,600 17,548,538 41,068,138 1,504,160 319,064 1,823,224 42,891,362
法定福利費 3,832,450 2,859,484 6,691,934 245,099 51,991 297,090 6,989,024
臨時雇賃金 24,000 787,176 811,176 811,176
福利厚生費 166,565 112,250 278,815 7,242 3,621 10,863 289,678
広告宣伝費 215,576 240,423 455,999 6,856 6,856 462,855
接待交際費 11,089 6,092 17,181 17,181
旅費交通費 5,492,813 1,707,849 7,200,662 7,200,662
通信運搬費 7,117,955 2,752,764 9,870,719 627,372 31,396 658,768 10,529,487
減価償却費 375,691 80,245 455,936 32,827 7,295 40,122 496,058
消耗品費 4,845,486 498,647 5,344,133 78,809 9,622 88,431 5,432,564
修繕費 283,136 151,179 434,315 25,456 14,806 40,262 474,577
印刷製本費 7,259,293 3,615,364 10,874,657 1,863,659 2,200 1,865,859 12,740,516
光熱水料費 333,233 102,242 435,475 49,228 7,573 56,801 492,276
賃借料 8,468,951 7,327,050 15,796,001 769,056 136,360 905,416 16,701,417
保険料 136,838 160,983 297,821 20,041 3,083 23,124 320,945
諸謝金 17,794,728 3,854,688 21,649,416 0 10,000 10,000 21,659,416
租税公課 4,380,094 △ 146,165 4,233,929 359,550 85,523 445,073 4,679,002
委託費 11,919,482 11,919,482 11,919,482
雑費 12,988,603 4,787,925 17,776,528 50,000 50,000 17,826,528

管理費 25,172,303 25,172,303
役員報酬 2,900,000 2,900,000
給料手当 3,600,869 3,600,869
法定福利費 586,751 586,751
福利厚生費 18,105 18,105
広告宣伝費 667,060 667,060
接待交際費 213,120 213,120
会議費 238,585 238,585
旅費交通費 1,362,553 1,362,553
通信運搬費 3,672,114 3,672,114
減価償却費 233,440 233,440
消耗品費 26,371 26,371
修繕費 61,563 61,563
印刷製本費 3,647,974 3,647,974
光熱水料費 107,620 107,620
賃借料 1,691,069 1,691,069
保険料 43,812 43,812
諸謝金 5,050,431 5,050,431
租税公課 △ 503,062 △ 503,062
雑費 1,553,928 1,553,928

109,791,792 48,116,734 0 157,908,526 5,851,518 802,534 6,654,052 25,172,303 189,734,881
△ 19,080,747 △ 35,893,293 39,721,184 △ 15,252,856 359,848 407,466 767,314 15,727,388 1,241,846
△ 19,080,747 △ 35,893,293 39,721,184 △ 15,252,856 359,848 407,466 767,314 15,727,388 1,241,846

２. 経常外増減の部
(1)  経常外収益

経常外収益計
(2)  経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額

△ 19,080,747 △ 35,893,293 39,721,184 △ 15,252,856 359,848 407,466 767,314 15,727,388 1,241,846
他会計振替額 767,314 767,314 △ 359,848 △ 407,466 △ 767,314 0

他会計からの繰入額 767,314 767,314 767,314
他会計への繰出額 359,848 407,466 767,314

△ 19,080,747 △ 35,893,293 40,488,498 △ 14,485,542 15,727,388 1,241,846
法人税等 70,000 70,000 70,000
当期一般正味財産増減額 △ 19,080,747 △ 35,893,293 40,488,498 △ 14,485,542 △ 70,000 △ 70,000 15,727,388 1,171,846

一般正味財産期首残高 169,011,713
一般正味財産期末残高 170,183,559

Ⅱ　指定正味財産増減の部
雑収益

受取利息 52,245 52,245 52,245
当期指定正味財産増減額 52,245 52,245 52,245

指定正味財産期首残高 25,345,619 25,345,619 25,345,619
指定正味財産期末残高 25,397,864 25,397,864 25,397,864

Ⅲ  正味財産期末残高 195,581,423

税引前当期一般正味財産増減額

正味財産増減計算書　内訳表

令和７年4月1日から令和8年3月31日まで

（単位　：　円）

収益事業会計
法人会計 合　　計

経常費用計

他会計振替前当期一般正味財産増減額

評価損益等調整前当期経常増減額
当期経常増減額

科　　目

経常収益計

公益目的事業会計
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１．重要な会計方針
　（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　・先入先出法による原価法によっている。
　（２）固定資産の減価償却の方法
　　　・有形固定資産：定率法によっている。
　（３）消費税等の会計処理について
　　　・税込方式を採用している。

２．特定資産の増減額及びその残高
　・特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである (単位　：　円)

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

　CAPP寄金 25,345,619 52,245 0 25,397,864

　OAｼｽﾃﾑ保守費用積立資産 3,752,024 758,551 0 4,510,575

　公益目的事業継続予備財産 0 20,006,684 20,006,684

合　　計 29,097,643 20,817,480 0 49,915,123

３．特定資産の財源等の内訳
　・特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。 (単位　：　円)

特定資産

　CAPP寄金 25,397,864 (25,397,864) - -

　OAｼｽﾃﾑ保守費用積立資産 4,510,575 - (4,510,575) -

　公益目的事業継続予備財産 20,006,684 (20,006,684)

　　　合　　計 49,915,123 (25,397,864) (24,517,259)

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行なっている）

(単位　：　円)

固定資産 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

備   品 6,416,913 5,198,966 1,217,947

合　　計 6,416,913 5,198,966 1,217,947

１．特定資産の明細　　財務諸表の注記に記載しているため省略する。
２．引当金の明細　　　引当金の計上額はない。

（うち負債に対
応する額）

　　　　【財務諸表に対する注記】

　・固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

【附属明細書】

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産か

らの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額)
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令和 7 年度事業報告書 

（令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 
 

Ⅰ．法人の概況 

 

１．設立年月日 

  昭和 62 年 11 月 20 日 

 

２．定款に定める目的と事業 

 この法人は、動物病院及び動物医療の充実並びに動物病院における家庭動物の生理及び行動に関する調査研究の成果の

活用を図ることにより、高齢者及び障害者をはじめとする人が飼養し生活を共にするのに適した健康で性格温順な家庭動物の

育成等を推進し、もって人と動物とのふれあい（アニマルセラピー）を通しての人のいきがいの創造と福祉の増進に資することを

目的とする。 

 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。（平成 26 年度定時総会にて変更） 

(1) 動物病院及び動物医療の充実に関する事業 

(2) 動物病院による地域社会への貢献を推進する事業 

(3) 前各号の事業についての国内・国際交流の促進に関する事業 

(4) 前各号の事業に付帯する事業 

(5) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

３．事業内容 

 １）公益目的事業 

  (1) 動物病院および動物医療の充実に関する事業 

  (2) 動物病院による地域社会への貢献を推進する事業 

 ２）収益事業 

  動物病院向け印刷物の制作と販売事業 

 ３）その他事業 

  動物看護師養成校に対する教育支援事業 

 

４．監督機関に関する事項 

  内閣府公益認定等委員会 

 

５．会員の状況   

会員区分 
令和 7 年 令和 8 年 

増減 備考 
3 月末日 3 月末日 

正会員        

 動物病院会員 A 414 病院 432 病院 18 病院 
正会員+15  動物病院会員 B 232 病院 229 病院 △3 病院 

 個人正会員 5 名 5 名 0 名 

準会員           

 個人獣医師会員 104 名 100 名 △4 名  

 学術会員 137 名 138 名 1 名  

 シニア会員 1 名 1 名 0 名  

 勤務獣医師会員 1770 名 1897 名 127 名  

 勤務動物看護職会員 4808 名 5032 名 224 名  

 学生会員 22 名 20 名 △2 名  

賛助会員          

 サポート会員(個人賛助会員) 708 名 708 名 0 名  

 施設賛助会員 167 施設 175 施設 8 施設  

 法人賛助会員 81 社 90 社 9 社  

名誉会員  2 2 名 0 名  

 

６．主たる事務所 

  東京都中央区日本橋本石町三丁目２番７号 
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７．役員に関する事項 

  令和 7 年 6 月 19 日就任 

理事（会長）   宗像 俊太郎  

理事（副会長） 市川 陽一朗 

理事（副会長） 吉内 龍策 

理事（副会長） 上野 弘道 

理事（専務理事） 水野 浩茂 

理事 秋吉 秀保 

理事 枝村 一弥 

理事 大石 太郎 

理事 菊水 健史 

理事 千葉 陽子 

理事 野崎 大輔 

理事 横山 篤司 

理事 吉田 尚子 

監事 西村 亮平 

監事 秦 東主

 

８．許認可に関する事項 

・平成 21 年 4 月 27 日 公益社団法人として認定された。 

・平成 21 年 5 月 19 日 特例社団法人の名称変更による公益社団法人設立登記が完了し、5 月 1 日に遡り、公益社団法人日

本動物病院福祉協会に移行した。 

・平成 22 年 6 月 30 日 「認定パピーケアスタッフ」の認定事業が公益目的事業２の動物病院及び動物医療に関わる専門職等

の資格付与関連事業に追加することが認定された。 

・平成 26 年 6 月 21 日の定時総会にて、定款第 1 条の法人の名称を日本動物病院協会に変更することの他、第 4 条、第 5 条

第 5 号、第 7 条第 1 項、第 8 条第 4 号、第 25 条第 5 項、第 26 条第 2 項、第 28 条第 3 項・4 項、第 31 条第 3、 

第 40 条第 2 項をそれぞれ変更することが承認され、内閣府に変更届けを提出。 

・平成 26 年 12 月 16 日 公益目的事業 2 の構成事業のうち、認定動物看護師の認定を平成 25 年度限りで廃止した。また、

従来、同事業に関連して実施していた、動物看護師養成校に対する教育については、対象を拡大し、その他事業として実施

することが認定された。 

・平成 27 年 10 月 16 日の臨時総会にて、主たる事務所の移転に関わる定款の条文を変更 

   新宿区新小川町 1 番 15 号池田ビル 201 号から中央区日本橋本石町三丁目 2 番 7 号常盤ビル 7 階に移転 

・平成 31 年 2 月 6 日 公益目的事業 1 から 5 を、公益目的事業 1 動物病院及び動物医療の充実に関する事業、公益目的

事業 2 動物病院による地域社会への貢献を推進する事業の 2 つに統合することが認定された。 

 

 

Ⅱ．事業の状況 

 

公益目的事業１ 動物病院及び動物医療の充実に関する事業  

１）「認定動物病院」の認定と動物病院運営の基盤整備のためのセミナー 

(1）「認定動物病院」の認定資格付与 

  ・診療の質や設備、継続教育の受講等について一定の基準を満たし、地域貢献活動に積極的に取り組む動物病院を、 

   書面審査により JAHA 認定動物病院として認定。 

   ・令和７年度 認定病院数 

    スタンダード認定 18７病院 （うち新規認定 11） 

    学術認定   75 病院 （うち新規認定 3） 

    社会貢献認定  42 病院 （うち新規認定 1） 

    ホワイト認定  126 病院 （うち新規認定 7） 

 (2) 動物病院運営の基盤整備のためのセミナー（全ての動物病院スタッフ対象） 

① 記念講演 

「新時代の組織づくり：軍事的世界観から冒険的世界観へのカルチャー改革」 講師：安斎勇樹 

   １１月 26 日 JAHA 年次大会プログラムとして実施 

② 動物病院講座 

・「新人オンボーディング研修（全 2 回・オンライン）」 講師：磯部裕子（株式会社ビー・プランニング） 

      4 月 9 日（水）・16 日（水） 受講者数：個別視聴 45 名  団体視聴 10 病院 （約 70 名） 

・動物病院講座・福岡（対面開催） 

  「“年を取る”を、あたたかく見守る動物病院へ -現場から始めるシニア犬ケアとクラスの実践」  

講師：保久留美子（北海道・緑の森どうぶつ病院） 

  事例発表：青山由佳（愛知県・まさき動物病院 愛玩動物看護師） 

       梅﨑茜様（福岡県・ASAP 動物病院 愛玩動物看護師） 

  1 月 12 日・福岡  受講者数：52 名、学生・関係者 オブザーブ参加 13 名 

③ その他 

・1on1 コーチング実践講座 

講師：渡辺幸生（株式会社プログレス）  法人受講：（2 病院） 
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     ・動物病院と学生をつなぐ交流会、セミナー 

  ・6 月 16～19 日  参加病院数：39 病院 

  ・10 月 28～31 日  参加病院数：38 病院 

④ 「税務コンテンツ」「労務管理コンテンツ」を動画配信 

⑤ ホスピタル委員会の開催 

    6 月 2 日 出席者：理事 3 名、委員 5 名、事務局 2 名 

9 月 3 日 出席者：理事 5 名、委員 5 名、事務局 2 名 

12 月 5 日 出席者：理事 4 名、委員 4 名、事務局 2 名 

     

２）獣医学に関する継続教育セミナーおよび「認定獣医師」の認定  

 (1) 獣医学に関する継続教育セミナー（獣医師、獣医学部学生対象）  

  ① 国際セミナー（来日講演） 

・「未来の獣医整形外科を切り拓く 〜3D プリンティング × 肘・股関節周囲疾患へのアプローチ〜」（対面開催） 

認定医（外科指定「整形外科」・総合臨床医）指定 

講師：Dr. Sun Young Kim（Purdue University） 

東京会場 9 月 3 日 登録数：30 名、9 月 4 日 登録数：31 名、9 月 5 日 登録数：32 名 

     大阪会場 9 月 7 日 登録数：16 名、9 月 8 日 登録数：18 名、9 月 9 日 登録数：15 名 

  ② 国際セミナー（オンライン） 

・「血液透析を臨床に活かす！～獣医療における最新アプローチ～」(オンライン開催) 

認定医（内科・外科指定「緊急疾患／麻酔」・総合臨床医）指定 

講師：Dr. 上田 悠（North Carolina State University） 

講義：5 月 29 日、5 月 30 日 登録数：104 名 

    ・「動物の不整脈を“治す”時代へ：EP マッピングとアブレーションの実践と可能性」（オンライン開催） 

認定医（内科指定「心臓病学」・総合臨床医）指定 

講師：Dr. Romain Pariaut（Cornell University） 

講義：7 月 19 日 登録数：86 名 

・「見直そう！レントゲンの力～胸部・腹部の X 線読影の基礎から診断に苦慮する臨床例まで～」（オンライン開催） 

認定医（内科指定「臨床病理学/その他内科」・総合臨床医）指定 

講師：Dr. 栗原 学（North Carolina State University） 

11 月 14 日－12 月 18 日（収録配信）、12 月 18 日（ライブ質疑応答）  登録数：87 名 

・「小動物外科の“危険地帯”を越える：副腎・消化管・泌尿器の実践テクニック」（オンライン開催） 

認定医（外科指定「腹部/軟部外科 A」・総合臨床医）指定 

講師：Dr. Galina Hayes（Cornell University） 

講義：2 月 4 日、2 月 5 日 登録数：98 名 

  ③ ワークショップ等 

・「JAHA×WAHA×Life＆Tail 共同開催 外科スキルアップラボ： 耳から気道までの実践的テクニック」（実習） 

講師：Dr. 德永 暁（JASMINE 動物医療センター）、Dr. 末松 正弘（AMC 末松どうぶつ病院）、Dr. 小山田 和央（松原動

物病院） 

開催日：5 月 17 日、5 月 18 日 参加者：24 名、見学：5 名 

・「JAHA×Life＆Tail×WAHA 共同開催 外科スキルアップラボ： 腹腔内腫瘍外科に必要な解剖と実践手技」（実習） 

講師：Dr. 細谷 謙次（北海道大学）、Dr. 金 尚昊（北海道大学） 

インストラクター：Dr. 木之下 怜平（北海道大学）、Dr. 小山田 和央（松原動物病院） 

開催日：8 月 2 日、3 日 参加者：24 名、見学：11 名 

・「JAHA×Life＆Tail×WAHA 共同開催 整形外科スキルアップラボ」（実習） 

講師：Dr. 林 慶（Cornell University）、Dr. 戸次 辰郎（べっき獣医整形外科） 

インストラクター：Dr. 天野 まど香（東京大学）、Dr. 中條 哲也（ONE どうぶつ整形外科センター東京） 

開催日：12 月 22 日、12 月 23 日 参加者：24 名、見学：5 名 

   ・「JAHA 会員特別オンラインセミナー アメリカでの外科教育と避妊去勢手術による社会的貢献」 

     講師：Dr. 林 慶（Cornell University） 

     講義：7 月 9 日 登録者数：75 名 

  ④ 国際セミナーの DVD 発行、動画配信 

   ・継続教育セミナーDVD の発行 

    DVD「胸部外科～知識と実践スキルを網羅的に学ぶ～」「Dr. Ameet から内視鏡外科手術を学ぶ～腹腔鏡手術と胸腔鏡手

術について～」「困難な腫瘍とどう向き合うか？ －臨床現場で役立つ最新の知見－」「血液透析を臨床に活かす！～獣医
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療における最新アプローチ～」「動物の不整脈を“治す”時代へ：EP マッピングとアブレーションの実践と可能性」 

   ・上記 DVD を動物病院会員 A に無料配布。 

   ・セミナーのレクチャースライドを JAHA ウェブサイトにアップロード 

   ・国際セミナーの DVD アーカイブ動画配信 

   （「脳神経外科のスペシャリストに学ぶ 神経疾患の診断と治療」「リンパ腫から固形癌まで、困難な腫瘍との戦い方 

    ～腫瘍内科最新アップデート～」「世界基準の呼吸器外科〜上気道を見つめ直す〜」「2024 年循環器駅伝：命のバトンを

繋げるためのトリプル・セミナー」「麻酔モニターをもっと使いこなしてみませんか？～基礎疾患のある動物の麻酔管理～」

「胸部外科 ～知識と実践スキルを網羅的に学ぶ～」 ） 

   ・特別配信「アメリカでの外科教育と避妊去勢手術による社会的貢献」 

  ⑤ 学術雑誌の発行 

・学術雑誌「One Well-being」の発行  創刊号：7 月 1 日発行 

   ・学術雑誌編集委員会の開催 

    10 月 1 日 編集委員 6 名、オブザーブ参加 1 名、事務局 1 名 

    2 月 3 日 編集委員 6 名、オブザーブ参加 1 名、事務局 1 名 

  ⑥ 学術委員会の開催  

    8 月 15 日 出席者：理事 1 名、委員等 5 名、事務局 2 名 

3 月 13 日 出席者：理事 2 名、委員等 5 名、事務局 2 名 

 (2) 認定獣医師（内科・外科・総合臨床医）の認定（認定対象：獣医師）  

  ①獣医認定医認定試験の実施と認定資格の付与  

   ・令和 7 年度 JAHA 獣医認定医認定試験（内科・外科・総合臨床） 8 月 24 日 東京・大阪 

受験者数：内科 1 名 外科 3 名 総合臨床 75 名 

    令和 7 年度新規認定者：内科 1 名 外科 2 名 総合臨床 51 名 

    

３）動物看護師継続教育セミナー（動物看護師対象）  

(1) 動物看護師継続教育セミナー 

① 愛玩動物看護師対象オンラインセミナー 

 ・深掘りシリーズ 「栄養学」（全 3 回） 講師：徳本一義（獣医師/有限会社ハーモニー） 

  6 月 11 日「ペットフードを知るための基礎知識」、6 月 18 日「一般市販食」、6 月 25 日「療法食・手作り食」 

     個人受講：51 名 団体受講：4 病院（42 名） 

・「見えないリスク、どう防ぐ？愛玩動物看護師のための衛生＆感染症対策まるわかりセミナー」（公衆衛生・伝染病学） 

   講師：生野佐織（日本獣医生命科学大学） 

8 月 29 日 個人受講：20 名 団体受講：9 病院(104 名) 

・「愛玩動物看護師が知っておきたい麻酔中の血圧管理」（麻酔学） 

  講師：風間匠（どうぶつの総合病院） 

 12 月 3 日 個人受講：20 名 団体受講：7 病院（75 名） 

② 株式会社 EDUWARD Press 共催「動物看護トレーニングセンター」 

    6 ヶ月間の実習を伴うセミナー、オンラインでの動画学習と月 1 回の対面での実習 

   ・第 4 校  9 月～2026 年 2 月  会場：EDUWARD Press 本社会議室  参加:15 名 

   ・第 5 校 10 月～2026 年 3 月  会場：大阪ペピイ動物看護専門学校  参加: 8 名 

  ③ VN 委員会の開催 

6 月 17 日 出席者：理事 2 名、委員 7 名、事務局 1 名 

3 月 5 日 出席者：理事 2 名、委員 6 名、事務局 2 名 

(2) 動物病院スタッフのためのシニアケア講座（獣医師・動物看護師 対象） 伊藤 

・動物病院スタッフのためのシニアケア講座・オンライン（全 5 回） 

講師：小澤真希子（日本大学）、呰上大吾（東京農工大学）、宮田拓馬（日本獣医生命科学大学） 

徳本一義（有限会社ハーモニー）、小野沢栄里（麻布大学）、小松原大介（ユニ・チャーム株式会社） 

島田旭緒（東洋装具医療器具製作所） 

  11 月 13 日、12 月 10 日、1 月 22 日、2026 年 2 月 19 日、3 月 18 日 

登録数：全 5 回一括 36 名、単回受講 21 名 

     

４）こいぬこねこの教育アドバイザーの養成と認定  

(1) こいぬこねこ教育アドバイザー養成講座（全ての動物病院スタッフ対象） 

・こいぬこねこの教育アドバイザー養成講座 ベーシックコースオンライン 

    講師：村田香織（もみの木動物病院、㈱インクローバー代表） 
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    10 月～2026 年 3 月 録画配信  2026 年 3 月 11 日リアルタイム配信  登録数：74 名 

   ・こいぬこねこの教育アドバイザー 実践コース 

    講師：村田香織（もみの木動物病院、㈱インクローバー代表）6 月～11 月（21 名） 

   ・こいぬこねこの教育アドバイザー インターンコースオンライン 

    講師：村田香織（もみの木動物病、㈱インクローバー代表）１月～12 月 （16 名） 

 (2) 「こいぬこねこ教育アドバイザー」の認定 

・講座修了者に対し、認定試験を実施し認定資格付与  令和 7 年度新規認定者：14 名 

・認定こいぬこねこ教育アドバイザーミーティングオンライン 

    2026 年 2 月 8 日  出席者：認定者 80 名、関係者 2 名 

 

５）家庭犬のしつけ方講座および「家庭犬しつけインストラクター」の養成と認定 

(1) 家庭犬のしつけ方講座（市民、行政関係者、動物医療関係者等対象） 

・「家庭犬のしつけ方講座・ベーシックコースオンライン／全 5 回」 

 講師：矢崎潤、板本豊実、近藤悦子 

8 月 3 日、8 月 10 日、8 月 17 日、8 月 24 日、8 月 31 日  登録数：126 名 

・「家庭犬のしつけ方講座・ベーシックコースオンライン／全 5 回」 録画配信 

2026 年１月  登録数：38 名 

・「家庭犬しつけ方講座・インストラクター養成コース」 

オンライン： 

     講義 5 4 月 6 日、4 月 13 日 （22 名） 講師：築山清美、羽金道代、山崎千佳 

     講義 6 6 月 8 日、6 月 15 日 （24 名） 講師：矢崎潤 

     講義 1 10 月 4 日、10 月 11 日 （40 名）講師：野口ゆづる 

     講義 3 11 月 8 日、11 月 15 日 （26 名） 講師：村田香織、山崎千佳 

     講義 2 12 月 6 日、12 月 13 日 （28 名） 講師：水越美奈 

     講義 4 2026 年 1 月 11 日、1 月 18 日 （17 名） 講師：矢崎潤 

対面： 

     実技 2 5 月 14～16 日（21 名） 講師：矢崎潤、山崎千佳、羽金道代 

     実技 1 3 月 23～25 日（8 名） 講師：矢崎潤、山崎千佳、羽金道代 

     フォローアップワークショップ 11 月 23 日（12 名） 講師：矢崎潤、山崎千佳、羽金道代 

  ※所属表記のない講師はすべて JAHA 認定家庭犬しつけインストラクター 

(2) 家庭犬しつけインストラクターの認定 

・2026 年 2 月 13 日（筆記試験）、2 月 14 日（面接試験）2 月 21 日、2 月 22 日（実技試験） 

令和 7 年度新規認定者：2 名 

  (3) 家庭犬マナーチャレンジ 

    ・家庭犬マナーチャレンジの実施 

     ベーシック編ジャッジ講習会 6 月 26 日   上級編ジャッジ講習会 12 月 16 日 

     JAHA 認定家庭犬しつけインストラクターの教室において実施  合格：140 組 

(4) 養成講座委員会等の開催 

・養成講座委員会 

2026 年 2 月 9 日 出席者：委員等 8 名、理事 3 名、事務局 3 名 

   ・認定インストラクターミーティング 

     2026 年 1 月 23 日 出席者：認定者 83 名、事務局 1 名 

 

公益目的事業２：動物病院による地域社会への貢献を推進する事業 

１）市民・動物医療関係者を対象とした学術集会 

 (1) WJVF（West Japan Veterinary Forum）第 16 回大会 （市民、動物医療関係者対象） 

日程と会場：7 月 26 日(土)～27 日（日） ホテルニューオータニ大阪 

主催：公益社団法人日本動物病院協会／一般社団法人日本臨床獣医学フォーラム 

参加人数：獣医師(院長・勤務医) 723 名，愛玩動物看護師・ACS・トリマー 628 名，学生(獣医学生・VNCA 学生) 243 名 

獣医療関係者登録者数計 1,637 名, 市民 43 名 

JAHA プログラム「人とどうぶつの絆-One Well-being」（7 月 27 日午後） 

・「パピークラスの始め方 ーご家族と愛犬にとってオンリーワンの動物病院になるー」講師：小野寺智香 

・「パピー期を過ぎてからのご家族に伝えたいこと〜お散歩関連のご相談にどう答える？〜」講師：岡田友里香 

・市民公開講座「One well-being 人と犬と社会の関係」講師：菊水健史 
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・市民公開講座「うちの子も参加できる？人と動物のふれあい活動の実際 〜我が子と一緒に社会貢献！」講師：大林杏子 

・「叫ぶ！暴れる！怖がる！柴犬の診察困っていませんか？〜病院スタッフが現場で出来ること〜」講師：岡田友里香 

 

 (2) 公益社団法人日本動物病院協会 令和 7 年度年次大会   

日程と会場：11 月 26 日（水）、27（木）AP 東京八重洲（東京都中央区京橋 1-10-7KPP 八重洲ビル） 

主催：公益社団法人日本動物病院協会 

参加登録人数：獣医師 209 名／VN330 名／市民 99 名／招待 10 名／演者、関係者名 115 名／協賛企業 240 名  

計 1008 名 

プログラム： 

・基調講演 

「イヌは世界をどう認識しているのか～視覚・認知・行動に関わる遺伝的背景の理解～」 講師：菊水健史 

「One Well-being～動物病院の未来に向けて」 講師：石田卓夫、宗像俊太郎、上野弘道 

・記念講演 

「新時代の組織づくり：軍事的世界観から冒険的世界観へのカルチャー改革」 講師：安斎勇樹 

・獣医師プログラム 

「JAHA 流ラウンドスペシャル編 こんなときどうする？VET×VN コラボの力」 

講師：小山田和央、塗木貴臣、旭あすか、新谷政人 

「症例検討から学ぶ治療戦略①内科疾患」 講師：佐藤雅彦 

「症例検討から学ぶ治療戦略②外科疾患」 講師：徳永暁 

「犬と猫の尿道閉塞：原因、診断法、治療法の違いを学び実践に活かす」講師：小山田和央 

・動物看護師プログラム  

「“対話”を生む看護記録とは？－患者・飼い主・スタッフをつなぐ言葉」 

モデレーター：小野沢栄里、登壇者：森友規子、椎名麻衣、笠原ほのか、酒井有果 

「STOP 拾い食い！〜飼い主さんのお悩みにどう答える？」 講師：山崎千佳 

「子犬と子猫に幸せな未来を！こいぬこねこ教育アドバイザーからの提案」 講師：長谷川景子 

・ホスピタルプログラム 

「アドラー心理学に学ぶ勇気づけの組織づくりと、1on1 ミーティングの実際」 講師：渡邉幸生 

「女性社員の力を引き出すマネジメント－調和と成長の両立を目指して－ 」講師：岡野顕子 

「なぜ、あの病院はスタッフの定着率が高いのか？－院長が今すぐ実践すべきコミュニケーション改革」 講師：豊田陽一 

「動物病院の成長は組織風土で９割決まる－人が定着して育ち、業績も向上する動物病院の共通点とは」 講師：野崎大輔 

・市民プログラム                                 

「CAPP 活動報告」  

「信愛病院緩和ケア病棟（ホスピス）の活動報告」 講師：中島千恵 

「犬は人のどんなサインを感じ取るのか」 講師：斎藤愛彩 

「大学生によるセラピードッグの幸福感評価と価値観の多様性に関する探索的研究」 講師：福原知謹 

「グリーフってなに？今すぐできるグリーフケアとペットロス」 講師：リーサムしのぶ 

「CAPP ボランティア表彰」 

「CAPP 活動動物メモリアルスライドショー」 

「読書犬体験してみよう！」 

 

２）行政や関連諸団体との協力事業および講師派遣 

 (1) 各種団体等との共催、協力事業 

・日本獣医生命科学大学 連携協力に関する包括協定（継続） 

・麻布大学 連携協力に関する包括協定（継続） 

・麻布大学獣医保健看護学科 キャリア支援プログラムワークショップ 協力  7 月 4 日 

・NPO 法人子ども支援センターつなっぐ 付添犬事業への協力 

・東京青山ロータリークラブ 動物介在教育奉仕活動 共催、ボランティア派遣協力  12 月 2 日、1 月 27 日 東京 

・ねこ医学会 共催 「こねこ来い来いこねこ塾」セミナーの開催  5 月 25 日 東京  講師：入交眞巳、村田香織 

 

 (2) その他協力事業等 

・公益社団法人日本獣医師会 団体賛助会員を継続 

・IAHAIO（人と動物の関係に関する国際組織） フルメンバーを継続 

・日本獣医学生協会（JAVS） 賛助会員を継続 

・一般社団法人日本愛玩動物看護師会  団体賛助会員（団体）を継続 
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・一般社団法人日本動物看護学会  法人社員を継続 

・アジア小動物獣医師連盟（FASAVA） 会員継続 

・韓国動物病院協会（KAHA）、大邱市獣医師会（DVMA）との小動物獣医学研究・産業交流促進に関する MOU 継続 

・第 110 回日本獣医麻酔外科学会学術集会 協賛・展示   6 月 20・21 日  大宮ソニックシティ 

・第 111 回日本獣医麻酔外科学会学術集会 協賛      12 月 12-14 日  仙台国際センター 

・NPO 法人 野生動物救護獣医師協会 ヒナを拾わないでキャンペーン協賛 

・大阪動物愛護フェスティバル 2025 in 大阪  協賛 9 月 20 日・11 月 9 日 

・第 15 回動物看護大会 （主催：一般社団法人日本愛玩動物看護師会） 協賛 10 月 26 日 東京 

 

（3） 講師派遣 

・麻布大学獣医保健看護学科 キャリア支援講義 講師派遣（上野弘道） 5 月 23 日 

・麻布大学獣医学科 獣医学概論講義 講師派遣（上野弘道） 6 月 10 日 

 

(4) 後援（名義使用）  

・インターペット 2025 （主催：一般社団法人ペットフード協会、メサゴ・メッセフランクフルト株式会社） 

  4 月 4 日～4 月 6 日東京都 / 6 月 13～15 日大阪 

・介助犬フェスタ 2025 （主催：社会福祉法人日本介助犬協会）5 月 17 日 愛知県 

・第 32 回日本獣医がん学会 （主催：一般社団法人日本獣医がん学会） 7 月 5-6 日 東京 

・FASAVA2025 参加ツアー （主催：(株)南海国際旅行） 10 月 30 日－10 月 3 日 韓国 大邱 

・Zoobiquity シンポジウム （主催：大阪公立大学）10 月 18 日 大阪 

・2025 動物感謝デーin Japan “World Veterinary Day” （主催：公益社団法人日本獣医師会）11 月 15 日 東京都 

・日本獣医行動学会設立記念/日本獣医動物行動研究会設立 25 周年記念シンポジウム 

 （主催：日本獣医動物行動学会） 3 月 1 日 東京都 

・第 27 回日本臨床獣医学フォーラム年次大会 2025（主催：一般社団法人日本獣医学フォーラム） 9 月 27－28 日 東京 

・奈良県「いのちの教育」研修会 （主催：奈良県うだ・アニマルパーク、公益社団法人 Knots） 奈良県  11 月 19 日 

・「DVMs メディカルフェスティバル 2025」（主催：株式会社 DVMs）12 月 21 日 

・「ちよだ猫まつり 2026」（主催：ちよだ猫まつり実行委員会）2 月 14 日～15 日 東京都 

・2025 年度第 111 回日本麻酔外科学会学術集会 12 月 12-14/web 配信 宮城県 

・第 9 回ヤマザキ動物愛護シンポジウム 12 月 10 日 東京都 

・「ワンちゃん、猫ちゃんの栄養学？」 (主催：レインボークラブ) 12 月 14 日 栃木県 

・「動物の命を考える 愛情と感謝と懺悔を込めて、動物の命を絶つことを考える」（主催：動物政策研究会）3 月 8 日東京  

・「令和 7 年度千葉県獣医師会 獣医学術年次大会」(主催：公益社団法人千葉県獣医師会) 3 月 15 日 千葉県 

 

３）アニマルセラピー（CAPP ボランティア活動）推進のための事業  

(1) 社会福祉施設等への訪問活動（CAPP ボランティア活動）   

・CAPP ボランティア活動 

高齢者施設：訪問施設 48 箇所 活動回数 285 回   障害者施設：訪問施設  19 箇所 活動回数 80 回 

    児童施設： 訪問施設 29 箇所 活動回数 109 回    病院その他：訪問施設 27 箇所 活動回数 219 回 

    延施設訪問回数：701 回（24,465 回） 

    延参加獣医師数：490 人（31,203 人） 延参加ボランティア数：4,448 人（179,706 人） 

    延参加動物：犬 3,227 頭（135,226） 猫 109 頭（24,540） その他 119 頭（8,069） 

   （カッコ内は、活動開始 1986 年時からの延数） 

  ・CAPP ボランティア事務局の運営 

  ・CAPP ボランティア活動チームに対する活動経費の支給等 

  ・活動経費の支給 

    定額（チームリーダー1 名につき）10,000 円＋活動回数比例 加算 

    活動回数比例加算＝活動報告書に基づき 1 回 3,000 円（埼玉、千葉、東京、神奈川は 1,500 円） 

  ・参加動物の健康診断費用の一部、および医療施設等での活動に必要な動物の「腸内細菌検査」「口腔内細菌検査」費用の

支給 

    健康診断：JAHA 会員と共に活動に参加している動物を対象として診断書提出 1 回につき 1,000 円分の QUO カード支給 

    腸内細菌検査：医療機関を訪問する動物と認定パートナーズを対象として実費支給 

    口腔内細菌検査：小児病棟を訪問するすべての動物を対象として実費支給 

・現役で活動中の認定パートナーズに対し、予防医学に基づく健康維持費として 1 頭につき 10,000 円分の QUO カードを支

給 
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・年間 2 回以上活動に参加した会員を対象に、交通費助成として 2,000 円分の QUO カードを支給 

・活動に必要なグッズ等の制作 

・現場活動用ポロシャツ、T シャツ等を制作しボランティアに配布 

(2) アニマルセラピーに関する知識の普及啓発 

・CAPP ボランティア活動参加希望者のための初心者講習会 

対面にて実施 

5 月 13 日 出席者：10 名 ／ 6 月 24 日 出席者：12 名 ／ 7 月 8 日 出席者：11 名 ／ 10 月 7 日 出席者：9 人 

12 月 9 日 出席者 10 人 ／ 2 月 18 日 出席者：11 人 ／ 3 月 17 日 出席者：10 名 

オンラインにて実施 

8 月 26 日 出席者：54 名 ／ 11 月 4 日 出席者：32 名 

・千葉市動物介在教育活動ボランティア養成講座 

 前期講座：第 1 回 5 月 16 日（出席者 9 名）、5 月 23 日（6 名）、5 月 30 日（6 名）  

後期講座：第 1 回 9 月 12 日（出席者 8 名）、9 月 19 日（8 名）、9 月 26 日（8 名） 

・大学・専門学校等への講師派遣協力 

・日本獣医生命科学大学 獣医学部獣医学科 「比較発達心理学実習：AAI 実習」 （千葉陽子） 5 月 16 日、6 月 27 日 

・東洋大学川越キャンパス セラピー犬ふれあい体験と CAPP レクチャー（千葉陽子） 10 月 9 日 

・東洋大学白山キャンパス セラピー犬ふれあい体験と CAPP レクチャー（千葉陽子） 10 月 30 日 

・東洋大学赤羽台キャンパス セラピー犬ふれあい体験と CAPP レクチャー（千葉陽子） 12 月 4 日  

・東洋大学附属赤羽台図書館 わんわん読書タイム（千葉陽子） 12 月 20 日 

・リハビリテーションカレッジ島根 アニマルセラピー講義（全 5 回） 

第 1 回（柴内裕子） 9 月 22 日、第 2 回（三宮裕子、中島千恵） 9 月 22 日、第 3 回（新山則子） 10 月 9 日 

第 4 回（千葉陽子）10 月 16 日、第 5 回（柴内裕子、三宮裕子、中島千恵）12 月 8 日 

・大阪保健福祉専門学校 ゼミ生を対象とした CAPP 活動 講義  11 月 12 日（録画配信） 

・海外文献の要約のニュースレター掲載 

(3) ボランティア従事者に対する継続教育 

・CAPP チーム勉強会の開催 

8 月 31 日 千葉 「小学校での AAE におけるふれあいタイムの練習」  講師：千葉陽子  出席 14 名、犬 12 頭 

9 月 2 日 岡山「CAPP ボランティア講習会研修～うちの子と幸せな時間を～」 講師：村田香織  出席者 14 名 

7 月 17 日／9 月 18 日 埼玉 「CAPP 活動に同行してのアドバイス」  講師：千葉陽子  出席者 10 名 犬 10 頭 

(4) アニマルセラピーに適する動物の育成と認定 

10 月 2 日東京    受験頭数（合格数）：6 頭（2 頭） 

2 月 5 日東京    受験頭数（合格数）：5 頭（4 頭） 

(5) CAPP 募金活動等 

   ・正会員病院を中心にアニマルセラピー募金箱を設置 

   ・募金以外に篤志家からの寄付金 

(6) アニマルセラピーに関する調査研究事業  

 (7) CAPP 委員会等の開催 

・CAPP 委員会 

7 月 14 日 出席者：理事 3 名、委員等 9 名、事務局 1 名 

1 月 30 日 出席者：理事 3 名、委員等 8 名、事務局 1 名 

 

 

収益事業：動物病院向印刷物の制作と販売 

 ・カルテ、同意書、計算書、証明書等の動物病院向印刷物の販売を継続 

 

その他事業：動物看護師養成校に対する教育支援事業 

 ・動物看護教育支援校ミーティング 2026 年 1 月 23 日 

 出席者：専門学校 4 校 4 名、理事 7 名、委員 2 名、事務局 2 名 

 

上記以外の事業：  

１）広報に関わる事業 

 ・ニュースレター発行（No.449～460） 

 ・ホームページの運営 
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Ⅲ．総会、理事会に関する事項 

 

１．総会   

・令和 7 年度定時総会 6 月 19 日（木） 公益社団法人日本動物病院協会 事務局（東京都中央区） 

決議事項 

第 1 号議案 令和 6 年度決算について 

令和 6 年度決算(貸借対照表、損益計算書（正味財産増減計算書）、貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算の附

属明細書、財産目録)承認の件 

第 2 号議案 定款の変更について 

第 3 号議案 令和 7 年、8 年度理事及び監事の選任について 

報告事項 

1.令和 6 年度事業報告 

2.令和 6 年度監査報告 

出席者：504 名（書面表決書を含む） 

 

2．理事会   

・第 1 回理事会 5 月 15 日 

会場：公益社団法人日本動物病院協会 事務局（一部 Zoom 参加） 

出席者：理事 10 名、監事 1 名、オブザーバー1 名、(事務局 3 名） 

決議事項： 

第 1 号議案：令和 6 年度 事業報告案について 

第 2 号議案：令和 6 年度 決算案について 

第 3 号議案：令和 7 年度 定時総会の招集事項について 

第 4 号議案 VN 委員会への新規委員追加選任について 

第 5 号議案 ホスピタル委員会へのアドバイザー追加選任の件 

第 6 号議案 入会審査 準会員と賛助会員の入会について 

報告事項： 

1. ハワイ大学岡田先生 ハワイ州と日本における動物検疫の簡素化について 

2．執行役員会報告 （担当:水野専務理事） 

3. 委員会報告 

    1）広報委員会 3/28（担当：宗像会長、水野専務理事、吉田理事） 

    2）年次大会実行委員会 4/15（担当：宗像会長、市川副会長、水野専務理事、横山理事） 

4. 決算報告_令和 6 年度決算報告と各事業の収支 

・第 2 回理事会 6 月 19 日 

会場：公益社団法人日本動物病院協会 事務局 

出席者：理事 13 名、監事 2 名（事務局 3 名）  

決議事項： 

第 1 号議案：会長および業務執行理事の選定について  

第 2 号議案：令和 7 年、8 年度ディレクターの選任について 

第 3 号議案: 公益社団法人日本愛玩動物協会からの依頼について 

・第 3 回理事会 9 月 11 日 

会場：公益社団法人日本動物病院協会 事務局（一部 Zoom 開催） 

出席者：理事 11 名、監事 2 名、オブザーバー1 名 （事務局 3 名） 

決議事項： 

第 1 号議案：定款施行細則の改訂について 

第 2 号議案：特定費用準備資金等取扱規程の全面的改訂について  

第 3 号議案: 事務局長の選任について 

第 4 号議案: 令和 7 年、8 年度ディレクターの追加選任について 

第 5 号議案: 令和 8 年度 WJVF 実行委員会 委員の選任について 

第 6 号議案: FASAVA2025 への役員派遣について 

第 7 号議案 準会員と賛助会員の入会承認について 

協議事項 

第 1 号議案 各事業の業務担当理事の選定について 
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第 2 号議案 JAHA 学術雑誌「One Well-being」第 2 号の発行時期と予算について 

第 3 号議案 法人賛助会員様との情報交換会の開催について  

報告事項： 

1．イオンペット株式会社との協業の取り組みについて 

2．ハワイ州入国における動物検疫の簡素化に向けた取り組みについて 

3．執行役員会報告（宗像会長） 

4．委員会報告 

    1）ホスピタル委員会（吉内副会長、上野副会長、水野専務理事、宗像会長、大石理事） 

    2）学術委員会（宗像会長） 

    3）CAPP 委員会（千葉理事、吉田理事、市川副会長） 

4）年次大会実行委員会（大石理事、横山理事、水野専務理事） 

5）WJVF 実行委員会（吉内副会長、宗像会長） 

6）広報委員会（大石理事、吉田理事） 

5．令和７年度 正会員入退会状況報告 

6．会計報告 

・第 4 回理事会 12 月 18 日 

会場：公益社団法人日本動物病院協会 事務局（一部 Zoom 開催） 

出席者：理事 10 名、監事 2 名、オブザーバー1 名、代表・副代表ディレクター5 名、委員長 3 名、（事務局 3 名） 

決議事項： 

第 1 号議案 公益目的事業継続予備財産の設置について 

第 2 号議案 入会審査（準会員、賛助会員 

協議事項： 

第 1 号議案：令和 8 年度（2026 年度）事業計画案（骨子）  

第 2 号議案 学生会員の定義拡大について 

報告事項: 

1．年次大会 2025 開催報告（大石理事） 

2．公益社団法人日本獣医師会からの依頼事項 

（「日本動物病院協会関連事業と日本獣医師会獣医学術学会年次大会との合同開催との検討について」） 

3．イオンペット株式会社との協業の取り組みについて（宗像会長） 

4．ハワイ州入国における動物検疫の簡素化に向けた取り組みについて（上野副会長） 

5．公益財団法人 日本ヘルスケア協会からのペットパスポートプロジェクト後援依頼について 

6．執行役員会報告（宗像会長、水野専務理事） 

7．ディレクターミーティング（11 月 27 日）（宗像会長、水野専務理事） 

8．委員会等報告 

  1）ホスピタル委員会（12 月 5 日）（村田委員長、吉内副会長） 

  2）学術委員会（枝村理事） 

  3）VN 委員会（市川副会長） 

  4）養成講座委員会（水越委員長） 

  5）CAPP 委員会（千葉理事、吉田理事） 

  6）年次大会実行委員会（10 月 6 日、12 月 15 日）（大石理事、宗像会長） 

７）WJVF 実行委員会（11 月 6 日）（淺井実行委員長、吉内副会長） 

  8）広報委員会（大石理事、吉田理事、上野副会長） 

  ９）学術雑誌編集委員会（10 月 1 日）（西村編集委員長） 

  10）獣医認定医認定委員会（枝村理事） 

・本日出席の業務担当理事より、担当事業についての業務報告を行った。 

９．令和７年度 正会員入退会状況報告 

10．会計報告 

・第 5 回理事会 3 月 19 日    

会場：公益社団法人日本動物病院協会 事務局（一部 Zoom 開催）  

出席者：理事 10 名、監事 2 名（事務局 2 名） 

決議事項： 

第 1 号議案：令和 8 年度事業計画案について 

第 2 号議案：令和 8 年度予算案について 

第 3 号議案：年次大会 2026 実行委員の選任について  
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協議事項： 

第 1 号議案：公益財団法人日本ヘルスケア協会からの依頼（ペットパスポートプロジェクト）について  

報告事項： 

1．イオンペット株式会社との協業の取り組みについて 

2．ハワイ州入国における動物検疫の簡素化に向けた取り組みについて（報告：芝事務局員） 

3．IAHAIO 総会出席報告（吉田理事） 

4．執行役員会報告（水野専務理事） 

5．委員会等報告 

   1）ホスピタル委員会（報告事項なし） 

   2）学術委員会（3 月 13 日）（横山理事） 

   3）VN 委員会（3 月 12 日）（家入 VN 委員長） 

   4）養成講座委員会（2 月 9 日）（宗像会長） 

   5）CAPP 委員会（1 月 30 日）（千葉理事） 

   6）年次大会実行委員会（1 月 19 日、3 月 16 日）（増山実行委員長） 

   7）WJVF 実行委員会（1 月 29 日、3 月 2 日） 

   8）広報委員会（2 月 9 日）（大石理事・広報委員長） 

   9）学術雑誌編集委員会（2 月 3 日）（西村編集委員長） 

   10）その他 

   ・JAHA 動物看護教育支援校ミーティング（1 月 23 日） 

    ・JAHA 家庭犬しつけインストラクターミーティング（1 月 23 日） 

6．令和７年度 正会員入退会状況報告 

 

○一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 96 条及び定款第 39 条に基づく決議（新入会員の入会審査）   

   4 月 7 日、4 月 8 日、4 月 11 日、5 月 16 日、5 月 20 日、5 月 23 日、6 月 3 日、6 月 13 日、6 月 27 日、6 月 30 日、 

   7 月 4 日、7 月 14 日、7 月 17 日、7 月 26 日、8 月 1 日、8 月 6 日、8 月 12 日、8 月 25 日、9 月 5 日、9 月 17 日、 

    10 月 9 日、10 月 29 日、11 月 7 日、12 月 24 日、1 月 19 日、1 月 28 日、2 月 4 日、2 月 12 日、3 月 18 日、3 月 29 日 

 

○一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 96 条及び定款第 39 条に基づく決議（その他）   

3 月 30 日   第 1 号議案 役員等賠償責任保険契約について 

 

３．その他の会議（カッコ内は出席者数）  

 1）監査会 5 月 15 日（理事 2 名、監事 2 名、事務局 2 名）  

 2）執行役員会  

4 月 25 日（理事 5 名、事務局 3 名）、 5 月 15 日（理事 5 名、事務局 3 名）、 7 月 25 日（理事 5 名、事務局 2 名）、 

8 月 22 日（理事 5 名、事務局 2 名）、 9 月 11 日（理事 5 名、事務局 2 名）、10 月 24 日（理事 5 名、事務局 3 名）、 

11 月 21 日（理事 5 名、事務局 3 名）、 12 月 18 日（理事 5 名、事務局 3 名）、1 月 23 日（理事 5 名 事務局 2 名）、  

2 月 27 日（理事 5 名、事務局 2 名）、3 月 19 日（理事 4 名、事務局 2 名） 

 3）ディレクターミーティング  

第 1 回ディレクターミーティング 11 月 27 日 AP 東京八重洲 （理事 9 名、ディレクター17 名、委員 6 名、事務局 2 名） 

 4）広報委員会 

   8 月 1 日（理事 3 名、委員 2 名、オブザーブ 3 名、事務局 1 名） 

   2 月 9 日（理事 4 名、委員 3 名、オブザーブ 1 名、事務局 2 名） 

  

 

Ⅳ．表彰 

 ・CAPP 感謝状    

手塚享子、遠藤いづみ、原田朋子、町田章子、江塚宏美、 

杉浦実千江、島村直美、浅原久子、望月裕子、大塚香恵子 

 

 

令和 7 年度事業報告 附属明細書 
 令和 7 年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書

「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しない。 
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令和 8 年度（2026 年度）事業計画書 
令和 8 年度事業方針： 

One Well-being ～人・動物・環境（社会）が相互に影響し合い Well-being な状態であること～ 
令和 8 年度は、One Well-being をさらに浸透させ、JAHA を取り巻く皆様との協同により、社会的な

課題解決のための事業にも取り組んでまいります。 
各事業においては、認定病院制度を軸に活性化を図り、会員の皆様からの要望の多いワークショップ

の開催も継続いたします。 
またチーム獣医療の一員である愛玩動物看護師の皆様にも、より積極的に JAHA の事業立案に関与

していただける体制を整えます。 
広報面では、人と動物の共生に向けた情報、One Well-being に関わる情報を発信すると共に、JAHA

および JAHA 会員病院のブランディングを引き続き推進いたします。 
今期も JAHA 会員の皆様と共に、人と動物が共に幸せに暮らせる社会の実現に取り組み、新たな価値

を創造すべく活動してまいります。 
 
公益目的事業１：動物病院および動物医療の充実に関する事業 
 
１）「認定動物病院」の認定と動物病院運営の基盤整備のためのセミナー 
 
（１）認定病院の認定 
  ・会員病院からの申請を審査し、診療の質や設備等について一定の基準を満たし、地域貢献活動に

積極的に取り組む動物病院を「認定動物病院」として認定 
 
（２）動物病院運営の基盤整備のためのセミナー（全ての動物病院スタッフ対象） 
 

① 記念講演（年次大会プログラム内で実施） 
  
  ② 動物病院講座 

・「新人オンボーディング！研修・全 2 回（オンライン）」 4 月 8 日（水）・15 日（水） 
     講師：磯部裕子先生 
 
    ・動物看護師応援シリーズ 
     コーディネーター：仲地亜由美先生、旭あすか様 
    （第 1 回は 2026 年 3 月 5 日 開催済） 
     第 2 回 第 2 回 8 月 26 日（オンライン） 
     第 3 回 11 月前後（年次大会プログラムとして対面開催予定） 
 
   ・動物病院講座・地方開催 
 

③ 1on1 コーチング実践講座（オンライン） 講師：渡邉 幸生 先生 
    ・個人受講・法人受講 
 

④ 動物病院と学生をつなぐ交流会、セミナー 
      ・オンライン就職説明会（株式会社 HUMO との共催）  年 2 回（6 月・11 月前後） 
   

⑤ 労務管理等の情報提供 
・労務、税務の情報を、正会員動物病院に動画配信 

 
２）獣医学に関する継続教育セミナーおよび「認定獣医師」の認定 
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（１）獣医学に関する継続教育セミナー（獣医師、獣医学部学生対象） 
 
  ① 国際セミナー（来日講演予定） 

・「内分泌学」*認定病院指定・獣医認定医（総合臨床・内科「内分泌学」）指定 
    Dr. Chrisopher Scudder（Royal Veterinary College）11 月 6～8 日（東京）、11～13 日（大阪） 
   ・「腹部/軟部外科 B」*認定病院指定・獣医認定医（総合臨床・外科「腹部/軟部外科 B」）指定 
    Dr. Owen Skinner（University of Missouri）2～3 月頃開催予定 
 

② 国際セミナー（オンライン） 
・「肝臓病学」*認定病院指定・獣医認定医（総合臨床・内科「臨床病理学/その他内科」）指定 

    Dr. Cynthia Webster（Tufts University）2026 年 4 月 7、8 日 
・「神経外科」*認定病院指定・獣医認定医（総合臨床・外科「神経外科」）指定  

 
③ ワークショップ等 

   ・JAHA, Life&Tail, WAHA の共同開催で 2～3 回開催予定。  
 
  ④ 国際セミナーの DVD 発行、動画配信、および学術雑誌の発行 
   ・学術雑誌「One Well-being」の発行（年間 2 回予定） 
 
（２）「認定獣医師（内科・外科・総合臨床医）」の認定 

・獣医学を通じて人と動物の幸せに貢献することのできる、高度な専門知識、および広範な一般臨

床知識を備えた家庭動物臨床獣医師を認定試験により認定。 
 
・獣医認定医（内科・外科・総合臨床医）認定試験：2026 年 8 月 23 日 東京・大阪 
 
・獣医認定医を目指すための症例発表会（オンライン） 7 月予定 

 
３）動物看護師継続教育セミナー 
 
（１）愛玩動物看護師継続教育セミナー 
  ① 愛玩動物看護師国家試験対策セミナー（e-learning セミナー） 
    第 1 期～第 2 期（各期 4 回、計 12 回）2024 年度配信分のリサイクル版の配信 
    動画配信サービスを利用した e-learning 方式で開催。 
     

② 愛玩動物看護師国家資格取得者向け教育セミナー（VN セミナー） 
愛玩動物看護師対象 継続教育セミナー（オンライン） 年 2 科目 
愛玩動物看護師対象 深掘りセミナー（1 テーマを複数回に分けて内容を深掘りするシリーズ） 
を実施する。 

 
  ③ 株式会社 EDUWARD Press 社との共催実習セミナー「動物看護トレーニングセンター」 
       
（２）動物病院スタッフのためのシニアケア講座（動物看護師、獣医師等の獣医療関係者対象） 
  ・シニアケア講座・オンライン（全 5 回）（11 月～3 月） 
  ・シニアケア講座・フォローアップセミナー 
   
４）「こいぬこねこ教育アドバイザー」の養成と認定 
 
（１）こいぬこねこの教育アドバイザー養成講座 

（対象：動物病院スタッフ ＊希望により子犬子猫に関わる他の職種も受け入れ可能） 
・ベーシックコース オンライン（10 月～2027 年 3 月） 
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・実践コース（6～9 月実地） 
・インターンコース（2026 年 1 月～12 月、オンライン＋実地） 

 
（２）こいぬこねこ教育アドバイザーの認定 

・犬猫の問題行動を予防し、幸せな犬猫とその家族を増やす。 
・動物病院における犬猫のストレスを減らし、病気の予防や治療を行いやすくする。 
上記を目的とし、子犬子猫の適正飼養やしつけについての飼い主教育を行うことのできる人材を、 
養成講座修了者を対象に、認定試験により認定。 
・こいぬこねこ教育アドバイザー認定試験：2026 年 10 月 19・20 日（予定） 

 
５）家庭犬のしつけ方講座および「家庭犬しつけインストラクター」の養成と認定 
 
（１）家庭犬のしつけ方講座 

・ベーシックコース（全 5 回）（7 月～8 月・オンライン） 
第 1 回「犬の暮らし方学」矢崎潤先生（3 時間） 
第 2 回「犬の飼い主学」板本豊実先生（3 時間） 
第 3 回「犬の行動学」近藤悦子先生（3 時間） 
第 4 回「犬のトレーニング学」矢崎潤先生（3 時間） 
第 5 回「犬のトレーニング学」矢崎潤先生（3 時間） 
 

  ・インストラクター養成コース 
講義パート（オンライン開催） 
4 月 講義 5（クラスワークの基礎知識）築山清美先生、山崎千佳先生、羽金道代先生 
6 月 講義 6（問題対処の基礎知識）矢崎潤先生他 
9 月 講義 1（学習理論１）野口ゆづる先生 

11 月 講義 3（子犬に関する基礎知識）村田香織先生、山崎千佳先生 
12 月 講義 2（学習理論２）水越美奈先生 
2027 年 1 月 講義４（ハンドリングの基礎知識）矢崎潤先生他 
 
実技パート（対面式、一部オンライン） 
5 月 実技２（子犬キャンプ）（開催地未定） 
7 月 実技４（ビデオ検討会）オンライン開催 

2027 年 3 月 実技１（成犬キャンプ）（東京） 
 

・11 月 フォローアップワークショップ（千葉） 
 
（２）家庭犬しつけインストラクターの認定 
  ・飼い主に、ヒューマン・アニマル・ボンドの理念に基づいた適切なしつけ方を指導することがで

きる人材を、上記養成講座修了者を対象に認定試験により認定。 
・家庭犬しつけインストラクター認定試験：2027 年 2-3 月 

 
（３）家庭犬マナーチャレンジ 
  ・共生のために不可欠なしつけの啓発普及、飼い主と犬のマナー向上等を目的として、「家庭犬マナ

ーチャレンジ（ベーシック編・上級編）」を、認定しつけインストラクターの教室において実施。 
  ・認定インストラクターを対象としたジャッジ講習会の実施 
    ベーシック編： 6 月（オンライン）  上級編：12 月（オンライン） 
 
 
（４）インストラクターミーティング 

・認定を受けたインストラクターの継続教育や情報交換、交流などを目的に、年に数度集える機会   
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 を設ける。3 年に一度は出席を認定インストラクターに義務付けている 
・インストラクターミーティングの実施 

   対面・オンライン開催 各 1 回予定 
 
公益目的事業２：動物病院による地域社会への貢献を推進する事業 
 
１）市民・動物医療関係者を対象とした学術集会 
 
（１）JAHA 年次大会 2026 

日程：2026 年 11 月 25 日（水）・26 日（木） 
会場：AP 東京八重洲 

 
（２）WJVF 第 15 回大会（一般社団法人日本臨床獣医学フォーラムとの共催） 
    2026 年 7 月 25 日（土）・26 日（日） 会場：ホテルニューオータニ大阪 
   *JAHA プログラム：7 月 26 日予定 
   
２）行政や関連諸団体との協力事業および講師派遣 
  ・学会等でのプログラム協力等 
  ・講師派遣 
  ・人と動物との共生社会実現を目的とした、企業、大学等との協業の取り組み 
 
３）アニマルセラピー（CAPP ボランティア活動）推進のための事業 
 
（１）社会福祉施設等への訪問活動（CAPP ボランティア活動） 
  ・主に会員動物病院を中心として、社会福祉施設等への訪問活動を実施する。 

・活動チームに対し、活動経費の一部支給、活動動物の健康診断費用の一部補助等を行なう 
 
（２）アニマルセラピーに関する知識の普及啓発 
  ・初心者講習会（オンラインまたは対面） 
  ・海外文献の要約のニュースレター掲載 
  ・教育機関等への講師派遣 
 
（３）ボランティア従事者に対する継続教育 
  ・CAPP ボランティア活動のチームリーダー、ボランティアを対象とした継続教育セミナー 

（オンラインまたは対面） 
  ・活動チームの強化を目的としたセミナー（オンラインまたは対面） 
 
（４）アニマルセラピーに適する動物の育成と認定 
 ・CAPP 認定パートナーズ認定試験 
 ・認定パートナーズに対して、予防医学に基づく健康維持費として、費用の一部補助 
 ・認定試験の認定員養成のためのジャッジ講習会開催 
 
（５）アニマルセラピーに関する調査研究事業 
 
収益事業：動物病院向け印刷物の制作と販売 
 ・カルテ、同意書、計算書、証明書等 
 
その他事業： 

・動物看護教育支援事業 
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(単位：円）

公１
動物病院

公２
社会貢献

共通 小計
収１

製作販売
他１

教育支援
小計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益
特定資産運用益 3,000 0 0 3,000 0 3,000

特定資産受取利息 3,000 3,000 3,000

受取入会金 0 0 650,000 650,000 0 0 0 650,000 1,300,000

入会金 正会員 350,000 350,000 0 350,000 700,000

入会金 その他 300,000 300,000 0 300,000 600,000

受取会費 0 0 39,857,500 39,857,500 0 0 0 39,857,500 79,715,000

正会員会費 33,750,000 33,750,000 0 33,750,000 67,500,000

準会員会費 1,100,000 1,100,000 0 1,100,000 2,200,000

賛助会員会費 5,007,500 5,007,500 0 5,007,500 10,015,000

事業収益 88,578,800 5,780,000 0 94,358,800 5,480,000 1,210,000 6,690,000 0 101,048,800

参加費収入 76,615,000 0 76,615,000 1,210,000 1,210,000 77,825,000

売上 3,331,800 200,000 3,531,800 5,480,000 5,480,000 9,011,800

協賛展示料収入 1,052,000 5,500,000 6,552,000 0 6,552,000

認定料収入 7,580,000 80,000 7,660,000 0 7,660,000

受取寄付金 0 4,700,000 0 4,700,000 0 0 0 0 4,700,000

寄付金収入 0 2,500,000 0 2,500,000 0 2,500,000

指定正味財産振替額 0 0 0 0

募金箱収入 2,200,000 2,200,000 0 2,200,000

雑収益 252,300 500,000 0 752,300 350,000 0 350,000 1,130,900 2,233,200

雑収入 252,300 500,000 752,300 350,000 0 350,000 912,000 2,014,300

受取利息 0 0 218,900 218,900

経常収益計 88,834,100 10,980,000 40,507,500 140,318,600 5,830,000 1,210,000 7,040,000 41,638,400 189,000,000

（２）経常費用
事業費 105,427,080 46,923,646 0 152,350,726 4,833,952 615,419 5,449,371 0 157,800,097

給料手当 22,005,882 16,419,118 38,425,000 1,407,353 298,529 1,705,882 40,130,882

役員報酬 450,000 1,580,000 2,030,000 30,000 30,000 2,060,000

臨時雇賃金 0 130,000 130,000 0 0 130,000

法定福利費 3,288,235 2,453,432 5,741,667 210,294 44,608 254,902 5,996,569

福利厚生費 108,235 72,941 181,176 4,706 2,353 7,059 188,235

広告宣伝費 234,126 249,783 483,909 7,446 0 7,446 491,355

接待交際費 10,000 3,000 13,000 0 0 0 13,000

旅費交通費 6,312,000 1,692,000 8,004,000 0 0 0 8,004,000

通信運搬費 6,997,880 2,649,000 9,646,880 520,000 5,000 525,000 10,171,880

減価償却費 316,860 169,187 486,047 28,488 16,570 45,058 531,105

消耗品費 4,514,695 478,576 4,993,271 33,682 4,341 38,023 5,031,294

修繕費 264,050 140,989 405,039 23,740 13,808 37,548 442,587

印刷製本費 8,072,296 2,601,023 10,673,319 1,760,000 0 1,760,000 12,433,319

光熱水料費 361,066 110,781 471,847 53,339 8,206 61,545 533,392

賃借料 9,309,894 9,205,253 18,515,147 764,863 133,921 898,784 19,413,931

保険料 150,661 171,623 322,284 20,041 3,083 23,124 345,408

諸謝金 17,895,200 4,016,000 21,911,200 5,000 5,000 21,916,200

委託費 12,006,000 0 12,006,000 0 0 12,006,000

雑費 13,130,000 4,780,940 17,910,940 0 50,000 50,000 17,960,940

管理費 26,199,903 26,199,903

給料手当 3,369,118 3,369,118

役員報酬 2,770,000 2,770,000

法定福利費 503,431 503,431

福利厚生費 11,765 11,765

広告宣伝費 728,645 728,645

接待交際費 300,000 300,000

会議費 30,000 30,000

旅費交通費 1,054,000 1,054,000

通信運搬費 3,212,000 3,212,000

減価償却費 68,895 68,895

消耗品費 21,706 21,706

修繕費 57,413 57,413

印刷製本費 3,741,581 3,741,581

光熱水料費 116,608 116,608

賃借料 1,680,929 1,680,929

保険料 43,812 43,812

諸謝金 4,590,000 4,590,000

租税公課 3,200,000 3,200,000

雑費 700,000 700,000

経常費用計 105,427,080 46,923,646 0 152,350,726 4,833,952 615,419 5,449,371 26,199,903 184,000,000

当期経常増減額 △ 16,592,980 △ 35,943,646 40,507,500 △ 12,029,126 996,048 594,581 1,590,629 15,438,497 5,000,000

他会計振替額 1,590,629 △ 996,048 △ 594,581 △ 1,590,629 0

△ 16,592,980 △ 35,943,646 40,507,500 △ 10,438,497 15,438,497 5,000,000

法人税 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 16,592,980 △ 35,943,646 40,507,500 △ 10,438,497 0 0 0 15,438,497 5,000,000

Ⅱ 指定正味財産増減の部 0 0

受取寄付金 0 0 0

受取利息 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税引前当期一般正味財産増減額

公益社団法人　日本動物病院協会

令和8年度収支予算書
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合計

                       （損益計算書ベース）
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